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　4本のベルトコンベアに次々に流れてくる
びんやペットボトルから資源に適さない不適
な物を選り分けていますが、作業員は割れた
びんの破片等で怪我をしないように防護手袋
を2重にはめて注意して選別しています。

　お盆やお正月、連休明け等の繁忙期には、
びん・缶・ペットボトルがステージ一杯山の
ように集まり、別棟の予備ヤードにも溢れる
くらいの状況となります。

　びんやペットボトルを再商品化するには国
などが定めた細かな選別基準があり、再商品
化事業者が市町村から引きとる際の目安に
なっています。そのため市民の皆様にはびん
やペットボトルのキャップやラベルは外し、か
るい水洗いをお願いしています。中身が残っ
ていると不適物となってしまい資源物として
利用できません。

　環境事業公社が各事業所から収集してい
る「びん・缶・ペットボトル」や、札幌市
がごみステーションから収集している家庭
の「びん・缶・ペットボトル」は、市内に
2カ所ある当公社の資源選別センターで中
間処理され資源として生まれ変わります。

　今回は南区真駒内にある「駒岡資源選別
センター」をご紹介します。ここは平成
10 年 10 月から操業しており、札幌市内
の約 35％、年間約 11,600トンもの資源
物が集まってきます。

　選別センターでは運び込まれる資源物の
うち、スチール缶は大きな磁石で、アルミ
缶は高速で回転する磁力の反発力を利用し
て機械が大半を選り分けます。しかしペッ
トボトルは人間が目で見て不適物を除去し、
びんも白・茶・その他の三色に色分けして
選別していきます。なお手選別作業は障が
い者の団体に委託しており、現在 39名の
作業員が選別の仕事に従事しています。

この情報誌は再生紙を使用しています。

駒岡資源選別センター施設紹介駒岡資源選別センター施設紹介アンパス

フランス語で「一歩」の造語。一歩一歩お客様との絆を深め、
ともに環境への理解を深めるという意味を込めました。

（一財）札幌市環境事業公社 情報誌 第11号

今号は、西友厚別店様の廃棄物削減でのサステナビリティ活動の紹介、駒岡資源選別センターの施設紹介となっ
ております。
本誌に対する皆さんのご意見がございましたら、ぜひお寄せ下さい。
また、自社の紹介・PR など、本誌に掲載希望の記事がございましたらお気軽にご相談下さい。
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西友厚別店 谷越敬業務マネジャー

店頭の容器回収ボックス

西友厚別店
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や
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す

が
、
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の
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を
定
時

に
運
行
し
て
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用
者
や
お
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に
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、
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入
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。
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Y
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お
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の
モ
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ト
ー
に
、
廃
棄
物
の
削

廃棄物のサステナビリティデータ一覧（西友全店）

指標 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

リサイクル率 ％ 70.0 75.0 82.4 87.0 90.6

食品循環資源の再利用等の実施率　　 ％ 44.3 52.1 75.6 77.7

廃棄物発生量 t 97,410 88,137 88,774 86,910 85,647

リサイクル量 t 68,152 66,039 73,110 76,010 77,560

最終廃棄量 t 29,258 22,098 15,664 10,900 8,087

ゼロ・ウェイスト店舗数 店舗 41 101 127 137

レジ袋辞退率（マイバック持参率） ％ 19.6 42.6 50.9 52.1 52.1
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の「びん・缶・ペットボトル」は、市内に
2カ所ある当公社の資源選別センターで中
間処理され資源として生まれ変わります。

　今回は南区真駒内にある「駒岡資源選別
センター」をご紹介します。ここは平成
10 年 10 月から操業しており、札幌市内
の約 35％、年間約 11,600トンもの資源
物が集まってきます。

　選別センターでは運び込まれる資源物の
うち、スチール缶は大きな磁石で、アルミ
缶は高速で回転する磁力の反発力を利用し
て機械が大半を選り分けます。しかしペッ
トボトルは人間が目で見て不適物を除去し、
びんも白・茶・その他の三色に色分けして
選別していきます。なお手選別作業は障が
い者の団体に委託しており、現在 39名の
作業員が選別の仕事に従事しています。

この情報誌は再生紙を使用しています。

駒岡資源選別センター施設紹介駒岡資源選別センター施設紹介アンパス

フランス語で「一歩」の造語。一歩一歩お客様との絆を深め、
ともに環境への理解を深めるという意味を込めました。

（一財）札幌市環境事業公社 情報誌 第11号

今号は、西友厚別店様の廃棄物削減でのサステナビリティ活動の紹介、駒岡資源選別センターの施設紹介となっ
ております。
本誌に対する皆さんのご意見がございましたら、ぜひお寄せ下さい。
また、自社の紹介・PR など、本誌に掲載希望の記事がございましたらお気軽にご相談下さい。

「アンパス」第11号をお届けいたします。

『羊蹄山とフクジュソウ』　小出　匡 作
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編集・発行／一般財団法人札幌市環境事業公社
 札幌市中央区北1条東1丁目　サン経成ビル

●本誌に関するご意見、ご要望等
　　電話 219－2053　FAX 219－0882
●事業系一般廃棄物の収集全般に関すること
　　電話 219－5353　FAX 219－0053

http://www.kankyou-sapporo.jp

HES1：0096


